
この度はｂｉｓｈｅｄ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
安全にご使用いただくため、必ずこの取扱説明書をよく読んでからご使用ください。
また、読み終わった後も大切に保管してください。

セット内容

底面プレート × 1
脚 × 3

火床 × 3 収納袋

仕様

** 注意事項 ** ※ ご使用前に必ずお読みください。

□開封後、ご使用前にパーツ類の破損や不足がないことをご確認ください。不具合が発見された場合は直ちに使用を中止し
2ページ目下段に明記のメールアドレスもしくはWEBの問い合わせよりご連絡をお願いします。

□製造過程において細かなキズが付く場合があります。品質上は問題ありませんのでそのままご使用ください。
□組み立て・分解などの際には必ず軍手や手袋を着用してください。
□底面プレートは必ずセットしてご使用ください。（脚の安定度を保持し、灰受け・遮熱も兼ねるため）
□本製品は屋外専用として設計された焚き火台です。屋内・テント内・車内などの密閉された場所や換気の悪い場所では

絶対に使用しないでください。
□火気の取り扱いが禁止されている場所では使用しないでください。
□周囲に可燃性のものが無いこと、および引火の可能性があるものが無いことを確認した上でご使用ください。
□傾斜地や不安定な場所でのご使用は避けてください。
□燃料として、ガソリン・灯油・アルコール等は使用しないでください。(アルコールストーブとしてご使用の場合のみ、除く）
□強風、悪天候の時には使用しないでください。

□ご使用中は可燃物や引火物を近づけないようにしてください。
□ご使用中の本体は高温になりますので触れないようにご注意ください。

また、お子様やペットが近づかないようご注意ください。
□ご使用中は薪が爆ぜたり火の粉が飛ぶことがあります。火傷に気を付け、また周辺に燃え移らないようにご注意ください。
□長い薪は燃焼とともに地面に落下する場合がありますのでご注意ください。
□火床端の一方だけに極端な荷重をかけないようご注意ください。本体がバランスを崩し転倒する恐れがあります。
□ご使用中・ご使用直後に水を掛けるなどの急激な温度変化は避けてください。破損や変形の原因になります。
□ご使用中の移動は危険ですのでおやめください。

移動および撤収の際は、火が消え本体が冷めていることを必ず確認してください。
□就寝前には火が消えていることを必ず確認してください。

** メンテナンス・保管上の注意事項 **

◆本製品を洗浄する際は柔らかいスポンジたわしなどをご使用ください。洗浄後は水分をよく拭き取り風通しのよい日陰で
乾燥させてください。収納袋に入れ湿気の無い乾燥した場所で保管してください。

◆脚と火床接合部分（裏面/組み立て方法(3)の④⑤参照）に煤汚れが付着すると組み立てし難くなります。
ご使用後は定期的に洗うようにしてください。

◆金属という素材の性質上、ご使用に伴い変色や歪みが発生します。ご了承いただき、素材特有の変化をお愉しみください。

耐荷重(約） -

組み立てサイズ(約） 300×300×180 (高さ）mm
収納サイズ(本体のみ/ 約） 257×180×5.6（厚み）mm
重量（収納ケース除く/ 約） 940g

材質
本体 ステンレス(SUS430)

収納袋 COTTON

取扱説明書



(1)脚の組み立て

脚下部にあるマークが左図になるよう
ツメ部分をスリットに差し込み脚を組みます。

※ 次の工程で底面プレートをセットするため
 最後の1箇所は止めません。

(2)底面プレートのセット
① 底面プレートの凸部分を脚の空気孔/下段の溝にセットします。
② セットした底面プレートが溝から外れないよう注意し

最後の１箇所（ツメ部分）をスリットに差し込みます。

※ この状態で、アルコールストーブ・固形燃料での使用が
 可能になります。

※ 小枝等を使ったミニ焚火は推奨しておりません。
 熱に因る歪みが発生した場合、脚の組み立てが困難になる
 恐れがあります。

底面プレート セット後

(3)火床のセット
③ 火床の凸部分を脚の上部スリットに差し込みます。
④ 火床のスリットを脚の凸部分に差し込みます。
⑤ 凸部分の切れ込みに合わせ、火床を中央へ向けて

押し込みます。
※ 同じ手順で残り２枚の火床をセットします。

(4)完成

※ ご使用前に各接続部分の差し込みに問題がないかご確認ください。
※ 分解は「組み立て方法」と逆の手順で行ってください。

WEB：https://bished.com
MAIL：info@bished.com
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